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フィジー

パラオ

オーストラリア

ニュージーランド

バヌアツ

首都：マルキョク
面積：488km2
人口：2万920人（2013）
言語：パラオ語、英語
通貨：米ドル
GNI／人：10,970米ドル（2013）

ポートビラ スバ

ポート
モレスビー

ホニアラ

マルキョク
パリキール

マジュロ

ヤレン タラワ

アピア

ヌクアロファ アバルア

アロフィ

パラオ

首都：パリキール
面積：700km2
人口：10万3,500人（2013）
言語：英語、現地の8言語
通貨：米ドル
GNI／人：3,280米ドル（2013）

ミクロネシア連邦

首都：ヤレン
面積：21.1km2
人口：約1万人（2012）
言語：英語、ナウル語
通貨：オーストラリア・ドル
GNI／人：12,577米ドル（2012）

ナウル

首都：タラワ
面積：730km2 
人口：10万2,400人（2013）
言語：キリバス語、英語
通貨：オーストラリア・ドル
GNI／人：2,620米ドル（2013）

キリバスツバル

サモア トン ガ

首都：アロフィ
面積：259km2 
人口：1,611人（2011）
言語：ニウエ語、英語
通貨：ニュージーランド・ドル
GNI／人：不詳

ニウエ

クック諸島

首都：スバ
面積：1万8,270km2 
人口：88万1,100人（2013）
言語：英語、フィジー語、ヒンディー語
通貨：フィジー・ドル
GNI／人：4,370米ドル（2013）

フィジー

首都：ポートビラ
面積：1万2,190km2 
人口：25万2,800人（2013）
言語：ビシュラマ語、英語、フランス語
通貨：バツ
GNI／人：3,130米ドル（2013）

バヌアツ

首都：ホニアラ
面積：2万8,900km2 
人口：56万1,200人（2013）
言語：英語、ピジン英語
通貨：ソロモン・ドル
GNI／人：1,600米ドル（2013）

ソロモン諸島

首都：ポートモレスビー
面積：46万2,000km2 
人口：732万1,000人（2013）
言語：英語、ピジン英語、モツ語
通貨：キナ、トヤ
GNI／人：2,010米ドル（2013）

パプアニューギニア

首都：マジュロ
面積：180km2
人口：5万2,630人（2013）
言語：マーシャル語、英語
通貨：米ドル
GNI／人：4,310米ドル（2013）

ミクロネシア

ポリネシア

メラニシア

ハワイ島

サイパン島

グアム島

マーシャル諸島

ミクロネシア

メラネシア

ポリネシア

フナフチ

首都：ヌクアロファ
面積：720km2 
人口：10万5,300人（2013）
言語：トンガ語、英語
通貨：パ・アンガ
GNI／人：4,490米ドル（2013）

首都：アピア
面積：2,830km2
人口：19万400人（2013）
言語：サモア語、英語
通貨：サモア・タラ
GNI／人：3,970米ドル（2013）

首都：アバルア
面積：237km2 
人口：1万3,900人（2013）
言語：クック諸島マオリ語、英語
通貨：ニュージーランド・ドル
GNI／人：不詳

首都：フナフチ
面積：25.9km2 
人口：9,876人（2013）
言語：英語、ツバル語
通貨：オーストラリア・ドル
GNI／人：5,840米ドル（2013）

面
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
つ
い
て
首

脳
レ
ベ
ル
で
意
見
交
換
を
行
う
こ
と
で
、

よ
り
緊
密
な
協
力
関
係
の
構
築
を
目
指

し
て
い
る
。
今
年
５
月
に
は
、
福
島
県

い
わ
き
市
で
「
第
７
回
太
平
洋
・
島
サ

ミ
ッ
ト
」
が
行
わ
れ
る
予
定
だ
。

　「
大
洋
州
と
歴
史
的
な
つ
な
が
り
が
あ

り
、
長
年
協
力
を
続
け
て
き
た
日
本
は
、

大
洋
州
で
は
か
な
り
プ
レ
ゼ
ン
ス
が
あ

り
ま
す
。
し
か
し
こ
れ
か
ら
は
、
大
洋

州
と
新
た
な
関
係
づ
く
り
を
目
指
す
時

に
き
て
い
る
と
感
じ
ま
す
」
と
小
林
教

授
。
個
別
の
分
野
の
協
力
に
加
え
、
こ

れ
か
ら
大
洋
州
の
国
々
が
域
内
で
ど
の

よ
う
に
連
帯
を
深
め
、
一
地
域
と
し
て

発
展
を
目
指
し
て
い
く
か
。
大
洋
州
に

最
も
近
い
先
進
国
の
一
つ
と
し
て
、
先

を
見
据
え
た
大
き
な
ビ
ジ
ョ
ン
で
、
日

本
が
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
執
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

　
大
洋
州
の
ど
こ
か
の
国
に
足
を
運
ぶ

機
会
が
あ
っ
た
ら
、〝
楽
園
〞
で
は
な
く
、

現
地
の
人
た
ち
が
直
面
し
て
い
る
課
題

に
も
少
し
目
を
向
け
て
ほ
し
い
。
き
っ

と
、
た
だ
の
観
光
で
は
分
か
ら
な
い
、

そ
の
国
の
素
顔
が
見
え
て
く
る
は
ず
だ
。

特集 大洋州 
島国の力

編
集
協
力
：
小
林
泉

　大
阪
学
院
大
学
国
際
学
部
教
授
／
一
般
社
団
法
人
太
平
洋
協
会
理
事
長

サミットの開催を通じて
新たな絆を築く

　2015年５月22～23日、福島県いわき市で「第７回太平洋・島
サミット」が行われます。福島県で初めて開催される首脳級の国際
会議の開催地となったことは、大変名誉なことです。
　私たちは東日本大震災の前から、「第７回太平洋・島サミット」の
誘致を目指してきました。いわき市は、これまで島しょ国の舞踊団な
どを招いての「太平洋諸国舞踊祭」の開催や、アクアマリンふくし
まとパラオ国際サンゴ礁センターとの友好館協定締結など、大洋
州の国々と交流があり、港湾整備を学ぶ研修員を受け入れたこと
もあります。
　その大洋州の発展を目指した国際会議を開催することは、大変
意義のあることであり、市の知名度向上、観光交流人口の増大、
国際化の一層の進展を目指す良いきっかけにもなると考えました。
また、太平洋に面しており、東日本大震災による津波被害を受けた
市の沿岸部と、海面上昇で浸水被害を受けている島しょ国と共有
できる経験や課題も多くあると確信しています。
　現在、官民一体となって組織した「実行委員会」や、地元の高
校生による「サミット応援隊」を中心に市民が一丸となって機運を
盛り上げています。今後の観光交流にもつなげられるよう積極的
に取り組み、いわき市の元気を日本全国、そして世界に発信し、復
興を加速したいと考えております。

清水 敏男
いわき市長

真
っ
青
な
空
の
下
、
一
面
に
広
が
る
透
き
通
っ
た
海
。

そ
ん
な
イ
メ
ー
ジ
に
魅
せ
ら
れ
、
日
本
か
ら
も
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
大
洋
州
。

し
か
し
、
実
際
は
美
し
い
こ
と
ば
か
り
で
は
な
い
。

多
く
の
国
が
直
面
し
て
い
る
「
島
」
特
有
の
課
題
の
数
々
。

同
じ
島
国
と
し
て
日
本
が
で
き
る
こ
と
は
何
だ
ろ
う
か
。

特
集  

大
洋
州

島
国
の
力

島
国
の
日
本
が

で
き
る
こ
と

立
か
ら
30
年
以
上
が
た
ち
、
他
国
か
ら

の
輸
入
品
が
増
加
。
こ
れ
ま
で
な
か
っ

た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
の
ご
み
が
増
え

て
い
る
も
の
の
、
最
終
処
分
場
が
十
分

に
整
備
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
ご
み
の

処
理
能
力
が
限
界
に
達
し
て
い
る
の
だ
。

　
そ
し
て
、
多
く
の
観
光
客
が
魅
せ
ら

れ
て
い
る
〝
海
〞
が
、
時
に
大
き
な
弊

害
と
な
る
こ
と
も
。「
広
大
な
海
洋
面
積

は
国
の
貴
重
な
資
源
で
す
が
、
そ
れ
を

適
切
に
管
理
で
き
な
け
れ
ば
自
然
環
境

の
影
響
を
直
接
的
に
受
け
る
こ
と
に
な

り
、
さ
ら
な
る
ぜ
い
弱
性
に
つ
な
が
っ

て
し
ま
い
ま
す
」
と
大
阪
学
院
大
学
の

小
林
泉
教
授
は
話
す
。
国
土
を
海
に
囲

ま
れ
た
島
国
は
、
自
然
災
害
の
影
響
を

受
け
や
す
い
。
長
年
に
わ
た
る
植
民
地

支
配
を
経
て
、
１
９
７
０
年
代
以
降
に

独
立
を
果
た
し
た
大
洋
州
の
国
々
。
今

も
な
お
海
外
か
ら
の
援
助
に
頼
っ
て
い

る
国
が
多
く
、
政
治
的
・
経
済
的
に
も

ま
だ
ま
だ
ぜ
い
弱
だ
。

　
言
わ
ず
も
が
な
、
日
本
も
同
じ
島
国
。

ま
さ
に
今
、
大
洋
州
の
国
々
が
直
面
し

て
い
る
課
題
に
対
し
て
、
長
年
試
行
錯

誤
し
な
が
ら
取
り
組
み
を
続
け
て
き
た
。

そ
こ
で
得
た
知
見
を
生
か
し
た
国
際
協

力
は
日
本
な
ら
で
は
の
強
み
。
こ
れ
ま

で
、
気
候
変
動
対
策
、
廃
棄
物
管
理
、

海
洋
資
源
管
理
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど

を
中
心
に
協
力
を
展
開
し
て
き
た
。
ま

た
、
島
で
暮
ら
す
人
た
ち
の
生
命
線
と

な
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
や
防
災
対
策
も
、

今
後
さ
ら
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
分

野
だ
。

　
そ
し
て
、
日
本
と
太
平
洋
の
絆
を
強

化
す
る
た
め
に
、
１
９
９
７
年
か
ら
３

年
ご
と
に
「
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
」

が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
地
域
が
直

　
待
ち
に
待
っ
た
長
期
休
暇
。
海
外
旅

行
し
た
い
け
ど
、
ど
う
や
っ
て
行
き
先

を
選
ぼ
う―

。
日
本
と
は
違
う
文
化
を

体
験
し
て
み
た
い
、
お
い
し
い
も
の
が

楽
園
で
は
な
い

島
国
の
現
実

食
べ
た
い
、
珍
し
い
遺
跡
が
見
た
い…

。

人
に
よ
っ
て
、
優
先
す
べ
き
こ
と
は
違

う
は
ず
だ
。

　
そ
の
中
で
も
、「
毎
日
仕
事
に
追
わ
れ

て
い
る
か
ら
、
休
み
く
ら
い
は
の
ん
び

り
し
た
い
」
と
い
う
人
は
少
な
く
な
い

は
ず
。
そ
こ
で
ぴ
っ
た
り
な
の
が
リ
ゾ

ー
ト
。
特
に
日
本
か
ら
比
較
的
近
く
、

人
気
が
高
い
の
が「
大
洋
州
」の
国
々
だ
。

　
赤
道
を
挟
ん
で
広
が
る
大
洋
州
は
、

一
番
面
積
の
大
き
い
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
で
こ
そ
日
本
の
約
１
・
25
倍
の
面

積
が
あ
る
も
の
の
、
多
く
が
一
都
道
府

県
に
も
満
た
な
い
小
さ
な
国
だ
。
豊
か

な
自
然
と
多
様
な
伝
統
文
化
が
息
づ
く

楽
園―

。
そ
ん
な
イ
メ
ー
ジ
を
抱
く
人

も
多
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
現
実

は
、
決
し
て
〝
楽
園
〞
と
は
い
え
な
い

課
題
が
山
積
み
な
の
だ
。

　
ま
ず
一
つ
が
、
人
口
が
少
な
く
、
国

土
が
狭
い
こ
と
。
市
場
の
規
模
が
小
さ

く
、
大
き
な
産
業
が
発
展
し
に
く
い
。

さ
ら
に
、
大
小
複
数
の
島
か
ら
成
り
、

国
土
が
分
散
し
て
い
る
こ
と
も
特
徴
。

ソ
ロ
モ
ン
諸
島
に
お
い
て
は
約
１
０
０

０
、
そ
の
他
の
国
の
多
く
が
数
十
か
ら

数
百
も
の
小
さ
な
島
の
集
合
体
だ
。
電

気
、
水
道
、
教
育
、
保
健
医
療
な
ど
の

サ
ー
ビ
ス
を
離
島
に
暮
ら
す
全
て
の
人

に
届
け
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。

　
島
国
の
課
題
は
、
そ
ん
な
地
理
的
な

理
由
に
よ
る
も
の
だ
け
で
は
な
い
。
近

年
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
だ
。
独

photo by Kenshiro Imamura 05　                   March 2015 March 2015                       04

07　                   March 2015 March 2015                       06

©Kaku Suzuki



出典：外務省、太平洋諸島センター（PIC）、世界銀行ホームページなど

日本

パプアニューギニア

ミクロネシア連邦

マーシャル諸島

サモア

トンガ

ニウエ

クック諸島

ツバル

ナウル
赤道

日付変更線

キリバス

ソロモン諸島

フィジー

パラオ

オーストラリア

ニュージーランド

バヌアツ

首都：マルキョク
面積：488km2
人口：2万920人（2013）
言語：パラオ語、英語
通貨：米ドル
GNI／人：10,970米ドル（2013）

ポートビラ スバ

ポート
モレスビー

ホニアラ

マルキョク
パリキール

マジュロ

ヤレン タラワ

アピア

ヌクアロファ アバルア

アロフィ

パラオ

首都：パリキール
面積：700km2
人口：10万3,500人（2013）
言語：英語、現地の8言語
通貨：米ドル
GNI／人：3,280米ドル（2013）

ミクロネシア連邦

首都：ヤレン
面積：21.1km2
人口：約1万人（2012）
言語：英語、ナウル語
通貨：オーストラリア・ドル
GNI／人：12,577米ドル（2012）

ナウル

首都：タラワ
面積：730km2 
人口：10万2,400人（2013）
言語：キリバス語、英語
通貨：オーストラリア・ドル
GNI／人：2,620米ドル（2013）

キリバスツバル

サモア トン ガ

首都：アロフィ
面積：259km2 
人口：1,611人（2011）
言語：ニウエ語、英語
通貨：ニュージーランド・ドル
GNI／人：不詳

ニウエ

クック諸島

首都：スバ
面積：1万8,270km2 
人口：88万1,100人（2013）
言語：英語、フィジー語、ヒンディー語
通貨：フィジー・ドル
GNI／人：4,370米ドル（2013）

フィジー

首都：ポートビラ
面積：1万2,190km2 
人口：25万2,800人（2013）
言語：ビシュラマ語、英語、フランス語
通貨：バツ
GNI／人：3,130米ドル（2013）

バヌアツ

首都：ホニアラ
面積：2万8,900km2 
人口：56万1,200人（2013）
言語：英語、ピジン英語
通貨：ソロモン・ドル
GNI／人：1,600米ドル（2013）

ソロモン諸島

首都：ポートモレスビー
面積：46万2,000km2 
人口：732万1,000人（2013）
言語：英語、ピジン英語、モツ語
通貨：キナ、トヤ
GNI／人：2,010米ドル（2013）

パプアニューギニア

首都：マジュロ
面積：180km2
人口：5万2,630人（2013）
言語：マーシャル語、英語
通貨：米ドル
GNI／人：4,310米ドル（2013）

ミクロネシア

ポリネシア

メラニシア

ハワイ島

サイパン島

グアム島

マーシャル諸島

ミクロネシア

メラネシア

ポリネシア

フナフチ

首都：ヌクアロファ
面積：720km2 
人口：10万5,300人（2013）
言語：トンガ語、英語
通貨：パ・アンガ
GNI／人：4,490米ドル（2013）

首都：アピア
面積：2,830km2
人口：19万400人（2013）
言語：サモア語、英語
通貨：サモア・タラ
GNI／人：3,970米ドル（2013）

首都：アバルア
面積：237km2 
人口：1万3,900人（2013）
言語：クック諸島マオリ語、英語
通貨：ニュージーランド・ドル
GNI／人：不詳

首都：フナフチ
面積：25.9km2 
人口：9,876人（2013）
言語：英語、ツバル語
通貨：オーストラリア・ドル
GNI／人：5,840米ドル（2013）

面
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
つ
い
て
首

脳
レ
ベ
ル
で
意
見
交
換
を
行
う
こ
と
で
、

よ
り
緊
密
な
協
力
関
係
の
構
築
を
目
指

し
て
い
る
。
今
年
５
月
に
は
、
福
島
県

い
わ
き
市
で
「
第
７
回
太
平
洋
・
島
サ

ミ
ッ
ト
」
が
行
わ
れ
る
予
定
だ
。

　「
大
洋
州
と
歴
史
的
な
つ
な
が
り
が
あ

り
、
長
年
協
力
を
続
け
て
き
た
日
本
は
、

大
洋
州
で
は
か
な
り
プ
レ
ゼ
ン
ス
が
あ

り
ま
す
。
し
か
し
こ
れ
か
ら
は
、
大
洋

州
と
新
た
な
関
係
づ
く
り
を
目
指
す
時

に
き
て
い
る
と
感
じ
ま
す
」
と
小
林
教

授
。
個
別
の
分
野
の
協
力
に
加
え
、
こ

れ
か
ら
大
洋
州
の
国
々
が
域
内
で
ど
の

よ
う
に
連
帯
を
深
め
、
一
地
域
と
し
て

発
展
を
目
指
し
て
い
く
か
。
大
洋
州
に

最
も
近
い
先
進
国
の
一
つ
と
し
て
、
先

を
見
据
え
た
大
き
な
ビ
ジ
ョ
ン
で
、
日

本
が
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
執
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

　
大
洋
州
の
ど
こ
か
の
国
に
足
を
運
ぶ

機
会
が
あ
っ
た
ら
、〝
楽
園
〞
で
は
な
く
、

現
地
の
人
た
ち
が
直
面
し
て
い
る
課
題

に
も
少
し
目
を
向
け
て
ほ
し
い
。
き
っ

と
、
た
だ
の
観
光
で
は
分
か
ら
な
い
、

そ
の
国
の
素
顔
が
見
え
て
く
る
は
ず
だ
。

特集 大洋州 
島国の力

編
集
協
力
：
小
林
泉

　大
阪
学
院
大
学
国
際
学
部
教
授
／
一
般
社
団
法
人
太
平
洋
協
会
理
事
長

サミットの開催を通じて
新たな絆を築く

　2015年５月22～23日、福島県いわき市で「第７回太平洋・島
サミット」が行われます。福島県で初めて開催される首脳級の国際
会議の開催地となったことは、大変名誉なことです。
　私たちは東日本大震災の前から、「第７回太平洋・島サミット」の
誘致を目指してきました。いわき市は、これまで島しょ国の舞踊団な
どを招いての「太平洋諸国舞踊祭」の開催や、アクアマリンふくし
まとパラオ国際サンゴ礁センターとの友好館協定締結など、大洋
州の国々と交流があり、港湾整備を学ぶ研修員を受け入れたこと
もあります。
　その大洋州の発展を目指した国際会議を開催することは、大変
意義のあることであり、市の知名度向上、観光交流人口の増大、
国際化の一層の進展を目指す良いきっかけにもなると考えました。
また、太平洋に面しており、東日本大震災による津波被害を受けた
市の沿岸部と、海面上昇で浸水被害を受けている島しょ国と共有
できる経験や課題も多くあると確信しています。
　現在、官民一体となって組織した「実行委員会」や、地元の高
校生による「サミット応援隊」を中心に市民が一丸となって機運を
盛り上げています。今後の観光交流にもつなげられるよう積極的
に取り組み、いわき市の元気を日本全国、そして世界に発信し、復
興を加速したいと考えております。

清水 敏男
いわき市長

真
っ
青
な
空
の
下
、
一
面
に
広
が
る
透
き
通
っ
た
海
。

そ
ん
な
イ
メ
ー
ジ
に
魅
せ
ら
れ
、
日
本
か
ら
も
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
大
洋
州
。

し
か
し
、
実
際
は
美
し
い
こ
と
ば
か
り
で
は
な
い
。

多
く
の
国
が
直
面
し
て
い
る
「
島
」
特
有
の
課
題
の
数
々
。

同
じ
島
国
と
し
て
日
本
が
で
き
る
こ
と
は
何
だ
ろ
う
か
。

特
集  

大
洋
州

島
国
の
力

島
国
の
日
本
が

で
き
る
こ
と

立
か
ら
30
年
以
上
が
た
ち
、
他
国
か
ら

の
輸
入
品
が
増
加
。
こ
れ
ま
で
な
か
っ

た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
の
ご
み
が
増
え

て
い
る
も
の
の
、
最
終
処
分
場
が
十
分

に
整
備
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
ご
み
の

処
理
能
力
が
限
界
に
達
し
て
い
る
の
だ
。

　
そ
し
て
、
多
く
の
観
光
客
が
魅
せ
ら

れ
て
い
る
〝
海
〞
が
、
時
に
大
き
な
弊

害
と
な
る
こ
と
も
。「
広
大
な
海
洋
面
積

は
国
の
貴
重
な
資
源
で
す
が
、
そ
れ
を

適
切
に
管
理
で
き
な
け
れ
ば
自
然
環
境

の
影
響
を
直
接
的
に
受
け
る
こ
と
に
な

り
、
さ
ら
な
る
ぜ
い
弱
性
に
つ
な
が
っ

て
し
ま
い
ま
す
」
と
大
阪
学
院
大
学
の

小
林
泉
教
授
は
話
す
。
国
土
を
海
に
囲

ま
れ
た
島
国
は
、
自
然
災
害
の
影
響
を

受
け
や
す
い
。
長
年
に
わ
た
る
植
民
地

支
配
を
経
て
、
１
９
７
０
年
代
以
降
に

独
立
を
果
た
し
た
大
洋
州
の
国
々
。
今

も
な
お
海
外
か
ら
の
援
助
に
頼
っ
て
い

る
国
が
多
く
、
政
治
的
・
経
済
的
に
も

ま
だ
ま
だ
ぜ
い
弱
だ
。

　
言
わ
ず
も
が
な
、
日
本
も
同
じ
島
国
。

ま
さ
に
今
、
大
洋
州
の
国
々
が
直
面
し

て
い
る
課
題
に
対
し
て
、
長
年
試
行
錯

誤
し
な
が
ら
取
り
組
み
を
続
け
て
き
た
。

そ
こ
で
得
た
知
見
を
生
か
し
た
国
際
協

力
は
日
本
な
ら
で
は
の
強
み
。
こ
れ
ま

で
、
気
候
変
動
対
策
、
廃
棄
物
管
理
、

海
洋
資
源
管
理
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど

を
中
心
に
協
力
を
展
開
し
て
き
た
。
ま

た
、
島
で
暮
ら
す
人
た
ち
の
生
命
線
と

な
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
や
防
災
対
策
も
、

今
後
さ
ら
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
分

野
だ
。

　
そ
し
て
、
日
本
と
太
平
洋
の
絆
を
強

化
す
る
た
め
に
、
１
９
９
７
年
か
ら
３

年
ご
と
に
「
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
」

が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
地
域
が
直

　
待
ち
に
待
っ
た
長
期
休
暇
。
海
外
旅

行
し
た
い
け
ど
、
ど
う
や
っ
て
行
き
先

を
選
ぼ
う―

。
日
本
と
は
違
う
文
化
を

体
験
し
て
み
た
い
、
お
い
し
い
も
の
が

楽
園
で
は
な
い

島
国
の
現
実

食
べ
た
い
、
珍
し
い
遺
跡
が
見
た
い…

。

人
に
よ
っ
て
、
優
先
す
べ
き
こ
と
は
違

う
は
ず
だ
。

　
そ
の
中
で
も
、「
毎
日
仕
事
に
追
わ
れ

て
い
る
か
ら
、
休
み
く
ら
い
は
の
ん
び

り
し
た
い
」
と
い
う
人
は
少
な
く
な
い

は
ず
。
そ
こ
で
ぴ
っ
た
り
な
の
が
リ
ゾ

ー
ト
。
特
に
日
本
か
ら
比
較
的
近
く
、

人
気
が
高
い
の
が「
大
洋
州
」の
国
々
だ
。

　
赤
道
を
挟
ん
で
広
が
る
大
洋
州
は
、

一
番
面
積
の
大
き
い
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
で
こ
そ
日
本
の
約
１
・
25
倍
の
面

積
が
あ
る
も
の
の
、
多
く
が
一
都
道
府

県
に
も
満
た
な
い
小
さ
な
国
だ
。
豊
か

な
自
然
と
多
様
な
伝
統
文
化
が
息
づ
く

楽
園―

。
そ
ん
な
イ
メ
ー
ジ
を
抱
く
人

も
多
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
現
実

は
、
決
し
て
〝
楽
園
〞
と
は
い
え
な
い

課
題
が
山
積
み
な
の
だ
。

　
ま
ず
一
つ
が
、
人
口
が
少
な
く
、
国

土
が
狭
い
こ
と
。
市
場
の
規
模
が
小
さ

く
、
大
き
な
産
業
が
発
展
し
に
く
い
。

さ
ら
に
、
大
小
複
数
の
島
か
ら
成
り
、

国
土
が
分
散
し
て
い
る
こ
と
も
特
徴
。

ソ
ロ
モ
ン
諸
島
に
お
い
て
は
約
１
０
０

０
、
そ
の
他
の
国
の
多
く
が
数
十
か
ら

数
百
も
の
小
さ
な
島
の
集
合
体
だ
。
電

気
、
水
道
、
教
育
、
保
健
医
療
な
ど
の

サ
ー
ビ
ス
を
離
島
に
暮
ら
す
全
て
の
人

に
届
け
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。

　
島
国
の
課
題
は
、
そ
ん
な
地
理
的
な

理
由
に
よ
る
も
の
だ
け
で
は
な
い
。
近

年
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
だ
。
独
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